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１ 古座川町の概要

〇人口（令和３年２月１日現在）

２,５７２人

〇保育所数・年長児童数（町内在住）

町立保育所２か所：１２人

〇小学校数・児童数

町立小学校３校： ８３人



２ 家庭教育支援チームの概要

チーム名（呼称） 古座川町家庭教育支援チーム（呼称：さくらファイブ❀）

活動開始年度 令和2年度

活動拠点 古座川町教育委員会（古座川町高池777番地）

活動範囲 古座川町全域

活動財源 文部科学省補助事業

組織体制
家庭教委支援コーディネーター：1人
家庭教育支援員：5人
指導主事：1人 事務担当者：1人

活動方針

「寄り添い、ともに考える」
支援員が家庭を訪問し、保護者から直接に子育てや教育に関わる悩みや不安を伺い、問

題の発生予防・早期発見に努める。そして、チーム会議で情報を共有し、必要な場合には
専門機関の支援へつなげるなど、課題の解決も図っていく。

また、コーディネーターが中心となって、子どもの育ち・親の子育て環境の変化・課題
をしっかりと捉え、チラシも含めて積極的に情報提供を行っていく。

活動内容

〇チーム会議
活動方針・内容などについて確認・協議し、家庭訪問実施後の情報共有も行う。

〇家庭訪問（ユニバーサル型）
今年度は、保育所年長児童・小学校全学年児童のいる家庭を訪問する。その際、事業開

始年度であることを踏まえ、事業の周知を図るとともに保護者等との関係性を築いていく
ための第一歩として実施する。
〇情報提供（チラシの作成を含む。）
教育委員会・首長部局の取り組みを把握した上で、家庭教育に関わる情報提供を行う。

〇相談対応
家庭訪問・情報提供をとおして個別に依頼があった場合、相談対応を行う。

備考

〇組織体制

・支援員：会計年度任用職員（パートタイム）を任用

※服務に関する各規定が適用

・コーディネーター及び指導主事の役割

〇活動方針

家庭とのつながりづくり（問題の発生予防・早期発見）

〇活動内容

・チーム会議（毎月１回以上）

・家庭訪問

・情報提供（「さくら通信」の配布）



３ 家庭教育支援チームの立ち上げまでの流れ

〇文献調査

・「訪問型家庭教育支援の関係者のための手引き」

・「家庭教育支援チーム」の手引書

・「市町村子ども家庭支援指針」（ガイドライン）など

〇先進地視察

那智勝浦町（行政事務）

〇事業実施方針の策定

〇事業実施要項の策定

〇活動計画（案）の作成
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４ 家庭教育支援チームのスタートまでの流れ

〇第１回チーム会議

研修会（県教育委員会）

〇第２・３回チーム会議

活動計画の策定など

〇第４回チーム会議

訪問支援の約束事の確認など

〇第５回チーム会議

研修会（太地町）※支援事務

〇第６回チーム会議

訪問支援対象者名簿の確認など



５ 家庭教育支援チームのスタートまでの流れ

〇訪問支援スタート

２／２０～

〇第７回チーム会議

３／９

〇交流会（那智勝浦町）

３／１０

〇運営協議会メンバーの検討

〇事業実施方針・要項の検討

                        事 務 連 絡  

                        令和 3年 2月 10日 

 

 保護者の皆様 

 

                     古座川町教育委員会 

                       教育長 中 道   悟 

                         （ 公 印 省 略 ） 

 

古座川町訪問型家庭教育支援事業に係る「家庭訪問」について（お知らせ） 

 

 平素は、本町教育行政の推進にご支援とご協力を賜り、誠にありがとうござい

ます。 

 さて、本町では今年度から「訪問型家庭教育支援」という事業に取り組んでい

きます。この活動は、家庭教育支援員（子育て経験者や教員 OB）が対象年齢の

お子様のいる家庭を全戸訪問し、子育て・家庭教育に関わる個別の相談に応じた

り、情報提供を行ったりする事業です。 

 今年度の実施内容は下記のとおりです。子育てや教育に関わることをはじめ、

どんなことでも結構ですので、皆様とお話できる機会を持てればと考えていま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

記 

１ 日時  

令和 3年 2月中旬～ 

  （訪問に際して事前にご連絡はいたしません。ご都合が悪い場合やお留守 

の場合は、「さくら通信」を配布させていただきます。） 

 

２ 対象 

就学前の園児・小学校 1年生～6年生の家庭（全戸訪問） 

 

３ 家庭教育支援員  

  岩﨑さとみ・永楽 明子・岡林由紀子・佐藤 稔子・嶋原 敬子 

  （裏面に「支援員からの一言」を掲載しています。） 

 

＊新型コロナウイルス感染症等、感染予防対策を行った上で状況を見極めなが

ら訪問させていただきます。 



ご清聴ありがとうございました。
今後ともどうぞよろしくお願いします。


